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１．工事概要  

 国土交通省東北地方整備局では三陸沿岸道路の

整備事業を進めている。本工事は釜石線小佐野・釜

石間 87ｋ215ｍ付近において当社釜石線及び国道

283 号線と交差する当該道路橋りょうを新設する工

事である。そのうち、釜石線に近接する A2 橋台及

び線路上空部の施工を当社にて行う（図-1）。本稿

では、桁架設計画と実績について報告を行う。 

図-1 工事概要図 

２．構造概要 

2-1．下部工

本橋りょうの下部構造は A1 橋台がオールケーシ

ング杭（φ1200、L=13.5ｍ）28 本、A2 橋台が深礎

杭（φ3500、L=5.0～7.0ｍ）3 本を基礎とする逆Ｔ

式橋台にて構成される。 

2-2．上部工

 上部構造は鋼単純非合成箱桁であり、橋長 69.1

ｍの 3主桁、最大幅員 24.5ｍの橋りょうとなる。桁

架設はクレーン一括架設にて計画し、最大吊重量

（213.0ｔ）に安全率（90％以下）を考慮した 750

ｔオールテレーンクレーンにて架設を行う。 

３．施工条件 

3-1．鉄道部の施工条件 

 桁架設は、線路上空での作業となるため、列車の

安全及び安定輸送を確保するために、列車の進入を

防止する措置（線路閉鎖）により桁架設を行う。釜

石線の夜間線路閉鎖時間は 364 分（22:54～4:58）

である。 

3-2．道路部の架設条件

国道部での桁架設は、一般交通の安全確保のため、

架設時に通行止めおよび迂回路の設定が必要とな

る。一般交通への影響を最小限に抑えるため、夜間

（22:30～5:00）での架設とする。 

４．桁架設概要 

 本工事の桁架設概要を図-2 に示す。本桁は G1～

G3 桁の 3主桁であり、G1桁から順に G2、G3 桁と架

設を行う。G2 桁及び G3 桁架設時については、架設

後の桁の安定性向上を目的として、当夜作業にて主

桁間を連結する端横桁の設置までを行う計画とす

る。 

図-2 架設概要図 

５．課題と対策及び計画と実績の比較した考察

桁の架設時には、夜間線路閉鎖及び国道全面通行

止めの措置を行うが、鉄道・道路への影響を最小限

とするために、限られた時間内で架設完了しなけれ

ばならない。そこで、まずサイクルタイムの作成を

行い、通行止解除遅延へのリスクを考慮した作業完
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了の限界時間の設定、及び架設実施判断となる着手

限界時間の設定が必要となる。次に、計画していた

サイクルタイムに対し実績作業時間に遅れが発生

した場合、鉄道・道路に影響を与えるリスクが発生

することが課題となるため、遅れが発生した作業工

種単位に関しては原因の解明及び対策の立案、実施

を日々行うことで、作業時間の短縮を図る必要があ

る。G2桁架設の当夜作業については計画されていた

線路閉鎖及び通行止規制時間内での作業完了とす

ることができたが、作業工種単位では一部の作業工

種に計画より遅れが発生した結果となった。対策及

び計画と実績を比較した考察については以下に記

述する。 

5-1．サイクルタイム表の作成と限界時間の設定 

 各作業の時間を設定するにあたり、架設会社の実

績や類似工事の実績を参考とし、作業工種単位で時

間の設定を行った。事前に時間を確認できるクレー

ン巻上げに関しては、試験吊りを行い、実際の巻上

げ速度等を測定することで、より正確な作業工種単

位の時間で計画し、サイクルタイムを確定させた。

確定したサイクルタイムから、当日の列車運行の遅

れ、重機械の故障による作業着手遅延リスクの発生

も考慮し、本桁架設の桁架設完了限界時間（桁が据

付できなかった場合の引戻し開始時間）や着手限界

時間を明確にしたサイクルタイムを作成した。また、

G2、G3 桁の架設時には端横桁の設置も当夜作業とな

るため、端横桁の着手限界時間、設置完了限界時間

を追加したサイクルタイム表（表-1）を作成し、線

路閉鎖及び通行止解除遅延に対して徹底したリス

ク管理を行った。 

5-2．計画と実績の比較及び原因と改善点

 計画したサイクルタイムに対する作業実績の遅

れについては、サイクルタイム表に実績を記入、ト

レースすることで遅れが発生している作業を把握

し、改善すべき作業工種として仮設作業完了後すぐ

遅延原因の分析を行った。主に改善した工種として

『端横桁架設』について記載する。『端横桁架設』

は計画では作業時間を 70 分としていたが、G2 桁架

設時の実績では122分時間を要した。原因としては、

本桁と端横桁のボルト孔の位置合わせに時間を要

した点が上げられる。改善策として、エスパーピン

によるボルト孔の位置合わせを行う際に、作業帯を

確保するための中段足場の段取り手順の確認及び

作業員一人一人に作業手順の再周知を行い、G3 桁架

設時には遅滞なく作業を進めることができるよう

に準備を行った。結果、端横桁の連結作業を 122 分

から 59 分にまで短縮することができた。 

７．おわりに 

 計画したサイクルタイム通りに作業を完了し、線

路閉鎖及び通行止解除遅延を発生させることなく、

無事に桁架設作業を完了することができた（表-1）。 

釜石中央 IC（仮称）の桁架設は平成 29 年 9 月に

完了し、当現場を含む三陸沿岸道路の釜石 JCT～釜

石両石 IC間は平成 30年度内の供用開始を目標とし

て工事を進めている。今後とも安全にプロジェクト

を推進していく所存である。 

表-1 サイクルタイム表（計画及び実績） 
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22:54 ～ 23:09 15

22:54 ～ 23:02 8

23:09 ～ 0:09 60

23:09 ～ 0:09 37

0:09 ～ 0:54 45

23:40 ～ 0:00 20

0:24 ～ 0:54 30

23:03 ～ 1:13 20

0:54 ～ 2:04 70

0:05 ～ 1:04 59

2:04 ～ 2:19 15

1:15 ～ 1:15 10

2:19 ～ 2:24 5

1:15 ～ 1:17 2

2:24 ～ 3:24 60

1:17 ～ 2:44 87

3:24 ～ 3:54 30

1:18 ～ 2:32 74

3:54 ～ 4:04 10

2:53 ～ 3:03 10

4:04 ～ 4:09 5

3:03 ～ 3:06 3
線路閉鎖解除手続き

跡確認

カウンターワゴン切り離し
クレーン旋回

玉掛け撤去

耐震設備確認

耐震設備設置

端横桁架設
（Ａ２側→Ａ１側）

端横桁架設用
クレーン据付け

　　　：実績

主桁一括架設・位置調整

下段：実績

クレーン巻上げ・旋回
　　　：計画

本
作
業

線路閉鎖着手手続き
上段：計画

４時 ５時

（全体間合） 線路閉鎖間合い 22:54 ～ 5:14 380

G3桁架設用サイクルタイム表
作業時間

（分）

21時 22時 23時 ０時 １時 ２時 ３時

線路閉鎖間合い：380分

国道通行止め：390分

桁架設（縦横桁含）

▽着手限界 23：29

桁架設（本桁のみ）

▽着手限界 00：59

桁架設完了

▽限界時間 03：19

端横桁（A2側，A1側）

▽着手限界 01：29

端横桁（A1側）

▽着手限界 02：19

端横桁設置完了

▽限界時間 02：39
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